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【講義の狙い，目標】

関係データベースシステム、SQLサーバの原理と動作機構、及び、トランザクション処理システムにおける

リカバリ機構の原理、データ共有環境の同時並行制御の原理,　ストレージ管理の技術やアルゴリズムなど

を身につける。

【内容】

関係データベースシステムとSQLサーバは現在の情報システム構築の上で中心となるソフトウェアであ

り、OSが標準化した今日、情報環境を差別化する主要な基幹システムソフトウェアとしてその地位を確立

している。この講義では、関係データベースシステムの原理から始めて、データの管理、格納、検索、デ

ータモデル化、関係代数、問い合わせ処理機構などの基本原理を説明した後に、データ共有時の同時並行

制御や障害回復などの高度なトランザクション処理環境の原理を学ぶ。併せて、データベースシステムに

関する主要な国際会議論文やトランザクション処理技術に関する詳細な技法を網羅した教科書を用い

て、データ管理システムソフトウェアを支配する正確なアルゴリズムと原理を学ぶ。その他、ストレージ

システムやデータ放送システムなどデータベースシステム分野に密接に関連したコンピュータシステム技

術の講義も含む。

【教科書，参考書】

参考書

　　J.グレイ、A.ロイター　著、喜連川　監訳　「トランザクション処理-概念と技法」上下巻　日経BP社

　--　トランザクション処理技術に関する最も正確で詳細な教科書

 

　　北川　「データベースシステム」　昭晃堂　　DBの入門系教科書

 

講義自体の入門部は　下記教科書等から抜粋した資料を使います
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　　J.Ullman, Principles of Database and Knowledgebase Systems, 3rd ed.

     Computer Science Press. 

【予備知識】

 

データ構造とアルゴリズム、オペレーティングシステムに関する学部相当の知見は必要。なくても講義は

わかるが、深い情報や研究のヒントを得るには基本技量を身につけたほうが良い。

 

＊　注意：　データベース製品の資格試験や一般的な情報システム構築演習とは異なります。データベー

スサーバやトランザクション処理機構のエンジン内部を作る技術の講義です。

【演習】

特になし

【成績評価】

講義で用いた論文や講義内容と関連のある技術課題について調査したレポートを期末提出。

【その他】

その他，学生に伝えたいことがあれば記載してください．


